










A Cooking Class Study of High School Rugby Football  








































図１朝食摂取状況                図２朝食内容 
 
                図３乳製品・野菜・果物の摂取基準充足度 
      
   
３．実習の概要 
対象者：W大学付属高校ラグビー部の学生とマネージャー 
1年生 23名、2年生 17名、3年生 11名  
 実習時期：8月 3日 12時半より 16時 10分（2班編成で実施） 
 １）実習案作成の留意点 













































  今回の食育調理実習の振り返りとしてアンケートを行い、興味や関心度、調理技能の向上について 
確認した。今後の課題と次回の食育実習への要望も回答してもらった。 
４）統計処理 























思わない 22％であった。料理作りに興味がわいたでは、大変そう思う 55％、少しそう思う 39％、あ
まり思わない６％であった。別料理への興味関心がもてたかについての回答では、大変そう思う 55％、
少しそう思う 39％、あまり思わない 6％であった。別料理にも挑戦したいについての回答では、大変










































71% 29% 0% 0%
55% 39% 6% 0%









包丁の扱いが上達した 24% 53% 24% 0%
段取り良く作業が進められた 33% 49% 18% 0%
衛生的に食品を扱った 55% 41% 4% 0%
美しい盛り付け・配膳を心がけた 35% 41% 24% 0%
美味しい料理を作ることが出来た 69% 29% 2% 0%
環境への配慮を行い調理した 33% 57% 10% 0%
     表２ 料理つくりへの興味・関心度、水分補給への関心度(n=51)
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